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問　

ひ
と
り
親
家
庭
の
経
済
状

況
は
、
国
の
調
査
を
見
て
も
決
し

て
楽
で
は
な
い
。
そ
の
中
で
も
、

配
偶
者
と
死
別
や
離
婚
し
た
方
に

は
税
制
度
の
寡
婦
控
除
が
適
用
さ

れ
る
が
、
未
婚
の
方
に
は
適
用
さ

れ
な
い
。
こ
の
不
公
平
感
を
解
消

す
る
た
め
、
未
婚
の
ひ
と
り
親
家

庭
の
生
活
実
態
を
考
慮
し
、
寡
婦

控
除
を
適
用
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
自
治
体
の
判
断
で
で
き
る

と
聞
い
て
い
る
。
み
な
し
適
用
の

震災に備え耐震改

修や感震ブレーカ

ー設置に補助金を

　

問　

新
聞
記
事
に
よ
る
と
、
横

浜
で　

年
以
内
に　

％
の
確
率
で

３０

７８

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
が
発
生
す

る
と
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
倒
壊
す

る
可
能
性
の
高
い
重
量
の
重
い
瓦

屋
根
を
軽
量
の
カ
ラ
ー
ベ
ス
ト
や

金
属
瓦
屋
根
な
ど
に
改
修
し
た
場

合
や
市
内
業
者
を
活
用
し
て
耐
震

性
が
な
い
古
い
建
物
を
新
し
く
耐

震
改
築
し
た
際
に
補
助
金
を
助
成

で
き
な
い
か
。ま
た
、東
日
本
大
震

災
で
は
、
１
１
０
件
の
火
災
の
う

新
政
会　
　
　

増
田
淳
一
郎

ち　

件
が
電
気
に
よ
る
火
災
だ
っ

７１
た
。
火
災
が
発
生
す
る
と
大
火
の

可
能
性
が
あ
る
民
家
が
密
集
し
た

地
区
に
、
震
度
５
以
上
の
地
震
が

発
生
し
た
時
に
は
揺
れ
を
感
知
し

て
、
自
動
的
に
電
気
ブ
レ
ー
カ
ー

が
落
ち
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置

に
補
助
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

答　

屋
根
の
改
修
補
助
は
、
耐

震
改
修
を
す
る
際
に
耐
震
診
断
や

耐
震
設
計
で
、
軽
量
の
屋
根
に
変

え
た
方
が
よ
い
と
判
断
さ
れ
た
場

合
は
、
補
助
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
市
内
業
者
を
活
用
し
た
耐
震

改
築
の
補
助
制
度
は
な
い
が
、
３

世
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
定
住
支
援
事
業

な
ど
の
新
制
度
の
中
で
条
件
が
満

た
さ
れ
れ
ば
、
住
宅
取
得
の
補
助

の
活
用
が
で
き
る
。
ま
た
、
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
内
閣
府
の
有
識

者
会
議
で
基
準
規
格
と
位
置
付
け

た
性
能
評
価
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
平

成　

年
２
月　

日
に
ま
と
め
ら
れ

２７

１７

た
。
今
後
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
検
証

す
る
と
と
も
に
、
国
や
近
隣
市
の

動
向
を
見
極
め
、
補
助
な
ど
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

地方創生を成功さ

せるための地方版

総合戦略の策定を

か
。
ま
た
、
地
方
創
生
の
取
り
組

み
の
中
で
、
若
い
世
代
の
結
婚
、

出
産
、
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え

る
た
め
、
交
付
金
に
よ
る
地
方
創

生
先
行
型
交
付
金
事
業
が
あ
る

が
、
事
業
の
狙
い
と
今
後
の
展
開

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

答　

総
合
戦
略
の
策
定
に
当
た

っ
て
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
市
民

参
加
を
は
じ
め
、
地
域
一
体
と
な

っ
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
地
域
活
性
化
政
策
全
体

を
統
括
す
る
新
た
な
組
織
を
設
置

し
、
関
係
課
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
進
め
て
い
く
。
国
や
県
の
総
合

戦
略
を
勘
案
し
な
が
ら
地
域
産
業

の
活
性
化
、
子
育
て
環
境
の
充
実

な
ど
、地
域
性
を
生
か
し
、本
市
ら

し
い
総
合
戦
略
を
作
成
し
て
い

く
。ま
た
、地
方
創
生
先
行
型
事
業

で
は
、
交
付
金
を
活
用
し
、
妊
産

婦
・
乳
幼
児
支
援
情
報
等
管
理
シ

ス
テ
ム
の
整
備
に
取
り
組
み
、
妊

娠
、出
産
、子
育
て
に
関
連
す
る
部

署
で
の
情
報
共
有
に
よ
り
、
相
談

支
援
体
制
を
充
実
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
消
防
行
政
の
さ
ら
な

る
充
実
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　

問　

国
は
、
ま
ち
、
ひ
と
、
し

ご
と
創
生
法
を
成
立
さ
せ
、
地
方

創
生
の
た
め
の
総
合
戦
略
を
平
成

　

年　

月　

日
に
閣
議
決
定
し
、

２６

１２

２７

地
方
自
治
体
に
平
成　

年
度
ま
で

２７

に
地
方
版
総
合
戦
略
を
策
定
す
る

こ
と
を
努
力
義
務
と
し
た
。
地
方

創
生
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、

人
材
を
確
保
し
、
し
っ
か
り
と
し

た
組
織
を
設
置
し
た
上
で
、
地
方

版
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
そ
の
方
向
性
は
ど
う

公
明
党　
　
　

松
澤　

堅
二

　

問　

現
在
、
認
知
症
や
認
知
症

予
備
群
の
方
は
約
８
０
０
万
人
い

る
と
言
わ
れ
て
お
り
、国
は
、さ
ま

ざ
ま
な
認
知
症
対
策
事
業
を
打
ち

出
し
て
い
る
が
、市
は
、地
域
福
祉

計
画
の
中
で
、
事
業
を
ど
う
位
置

付
け
る
の
か
。国
は
、認
知
症
発
症

後
の
対
策
に
重
点
を
置
い
て
い
る

が
、種
類
や
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

治
療
や
発
症
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が

改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム　

安
藤
多
恵
子

で
き
る
も
の
も
あ
る
た
め
、
正
し

い
知
識
を
得
ら
れ
る
よ
う
学
習
会

を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

２
つ
の
事
を
同
時
に
行
う
歌
体
操

は
、
認
知
症
予
防
に
大
変
効
果
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
予
防

事
業
に
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　

現
在
、市
で
は
、介
護
予
防

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、今
後
は
、

市
民
自
ら
が
取
り
組
み
た
い
と
思

え
る
事
業
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。認
知
症
予
防
事
業
は
、次
期
地

域
福
祉
計
画
の
中
に
位
置
付
け
て

い
く
が
、
現
計
画
は
随
時
見
直
し

て
い
く
。認
知
症
の
学
習
会
は
、お

届
け
バ
ラ
講
座
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
教
室
な
ど
で
開
催
し

て
い
る
。今
後
も
、多
く
の
方
が
参

加
で
き
る
よ
う
開
催
方
法
な
ど
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、脳
を

活
性
化
さ
せ
る
歌
体
操
は
有
意
義

な
も
の
と
考
え
て
お
り
、
事
業
を

実
施
す
る
際
は
参
考
に
し
た
い
。

（
ほ
か
に
「
（
仮
称
）
綾
瀬
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
を

生
か
し
き
る
経
済
政
策
に
つ
い

て
」
「
『
綾
瀬
市
』
の
表
記
を
ひ

ら
が
な
の
『
あ
や
せ
市
』
と
す
る

考
え
は
な
い
か
」
を
質
問
）

認
知
症
対
策
は
正
し
い
知
識
の

習
得
と
予
防
事
業
が
重
要
で
は

ど
う
か
。
ま
た
、
公
園
は
、
子
ど

も
た
ち
や
高
齢
者
の
方
た
ち
の
安

心
安
全
、
憩
い
の
場
と
し
て
地
域

に
必
要
で
あ
る
。
廃
止
や
統
合
に

よ
り
維
持
管
理
費
を
削
減
し
、
削

減
分
で
、
公
園
を
必
要
と
す
る
地

域
へ
公
園
を
新
設
し
な
い
か
。

　

答　

公
園
は
、
市
内
に
大
小
合

わ
せ
て
１
２
４
カ
所
あ
り
、
市
民

の
憩
い
と
安
ら
ぎ
の
場
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
社
会
の
変
化
に

よ
る
子
ど
も
の
減
少
な
ど
に
よ
り

利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
街
区
公

園
も
あ
る
。
利
用
者
が
多
い
地
区

公
園
や
近
隣
公
園
は
、
個
性
あ
る

公
園
と
し
て
、
さ
ら
な
る
魅
力
向

上
を
図
り
、
面
積
が
狭
く
利
用
さ

れ
て
い
な
い
街
区
公
園
は
、
地
域

と
話
し
合
い
な
が
ら
、
整
理
、
統

か
わ
せ
み　
　

橘
川　

佳
彦

　

問　

市
内
に
は
、
多
く
の
人
が

集
ま
る
公
園
か
ら
誰
も
使
っ
て
い

な
い
よ
う
な
小
さ
な
公
園
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
公
園
が
あ
り
、
市
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
重
要
な
施
設
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
利
用
者

の
少
な
い
小
さ
な
公
園
は
、
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

り
、
木
の 
剪  
定 
や
遊
具
の
改
修
な

せ
ん 
て
い

ど
の
維
持
管
理
費
を
考
え
る
と
、

有
効
活
用
の
検
討
や
廃
止
、
統
合

な
ど
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が

利用の少ない公園

を整理し必要な地

域に適正な設置を

合
な
ど
適
正
化
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
公
園
施
設
に
つ
い
て
は
、

効
率
的
、
効
果
的
な
公
園
管
理
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
現
在
、
策
定

中
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基

本
方
針
で
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
が
ん
対
策
に
つ
い

て
」
「
学
校
図
書
館
の
改
善
に
つ

い
て
」
を
質
問
）

改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム　

佐
竹　

百
里

ひとり親家庭への

寡婦控除のみなし

適用を検討しては

市公式マスコットキャラクター
「あやぴぃ」

対
象
と
な
る
事
業
は
自
治
体
に
よ

り
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
本
市
も
先
進

自
治
体
を
参
考
に
し
て
、
適
用
を

検
討
し
な
い
か
。
ま
た
、
本
市
で

は
、
未
婚
の
ひ
と
り
親
家
庭
や
婚

姻
届
を
出
し
て
い
な
い
事
実
婚
な

ど
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　

答　

本
市
で
は
、
児
童
扶
養
手

当
や
ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
助

成
制
度
な
ど
は
、
す
で
に
生
活
実

態
に
合
わ
せ
て
適
用
し
て
い
る
。

み
な
し
適
用
が
可
能
と
思
わ
れ
る

事
業
は
現
在
調
査
中
だ
が
、
保
育

料
や
市
営
住
宅
の
家
賃
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。
実
施
す
る
に
は
、
事

業
へ
の
影
響
や
条
例
改
正
な
ど
の

整
理
を
必
要
と
す
る
が
、
十
分
に

検
証
し
、
早
期
に
対
応
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
未
婚
の
ひ
と
り
親

家
庭
は
、
住
民
基
本
台
帳
や
税
情

報
か
ら
は
把
握
で
き
な
い
が
、
母

子
手
帳
交
付
時
に
未
婚
と
推
定
さ

れ
る
妊
婦
を
確
認
し
て
お
り
、
平

成　

年
度
は　

人
、　

年
度
は　

２５

１５

２６

２７

年
１
月
末
で
９
人
で
あ
る
。

（
ほ
か
に
「
入
札
制
度
の
見
直
し

に
つ
い
て
」
「
障
が
い
者
夕
方
支

援
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

◆どなたでも提出できます
市民の皆さんは、身近で困っている問題について市議会にその
実情を訴えることができます。これを請願や陳情といいます。
◆提出には、次のことに注意してください
・書式は≪例≫を参考に、日本語で簡潔にまとめてください。内
容が２件以上にわたるときは、１件ごとに提出してください。

・請願（陳情）者が複数の場合は、代表者を決めてください。
・請願（陳情）は、必ず議会事務局へ持参してください。
・定例会初日前３日（土・日曜日、休日
を除く）までに提出してください。郵
送の場合は、請願（陳情）として受け
付けることはできませんが、要望書と
して全議員に配付します。

・請願（陳情）者の住所・氏名は一般に
公開されますので、あらかじめご了承
ください。
※請願には１人以上の紹介議員が必要で
すが、陳情には必要ありません。請願
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い合わせてください。
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住所 
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